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GIGAスクール構想の真実特
集

　
﹁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
元
年
﹂
ス
タ
ー
ト

　

全
国
の
小
中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月

以
降
の
安
倍
晋
三
前
首
相
に
よ
る
突
然
の
学
校
休
校
措
置
要
請
に
伴
う
対

応
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
あ
わ
た
だ
し
く
、
か
つ
右
往
左
往
し
な
が
ら
四

月
に
新
学
年
を
迎
え
た
。
周
知
の
よ
う
に
今
年
の
四
月
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
の
前
倒
し
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の
小
中
学
校
に
お

い
て
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

全
国
の
学
校
や
家
庭
で
狂
騒
曲
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

身
近
な
孫
の
家
庭
で
は
、朝
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
充
電
が
不
足
し
て
い
る
と

い
っ
て
騒
動
に
な
り
、
や
っ
と
出
か
け
よ
う
と
す
る
と
元
々
重
く
な
っ
て

い
る
通
学
用
リ
ュ
ッ
ク
に
加
え
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
重
さ
が
加
わ
る
。
子

ど
も
の
身
体
へ
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。
持
ち
帰
っ
て
き
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
学
習
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
孫
は
別
の
使
い
方
で
忙
し
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
真
実

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
現
状
と
課
題

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
急
き
ょ
前
倒
し
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
。

個
別
の
学
び
直
し
や
不
登
校
の
子
ど
も
な
ど
へ
の
学
習
支
援
に
資
す
る
と
い
う
期
待
も
あ
る
一
方
、

考
慮
・
検
討
す
べ
き
課
題
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

﹁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
﹂
を
進
め
て
い
く
上
で
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
な
の
か
。

専
修
大
学
名
誉
教
授

嶺
井
正
也

み
ね
い
・
ま
さ
や

一
九
四
七
年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
講
師
、
専
修
大
学
経
営
学
部
助
教
授
、
教
授
な
ど
を
経
て
、
専
修
大
学

名
誉
教
授
。
著
書
に
『
現
代
教
育
政
策
論
の
焦
点
』（
八
月
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）、『
転
換
点
に
き
た

学
校
選
択
制
』（
八
月
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
多
数
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
元
年
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
四
月
以
降
、あ
ち
こ
ち
で

狂
騒
曲
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

総
合
経
済
政
策
の
一
環
と
し
て
の
﹁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
﹂

　

中
学
校
一
年
生
の
孫
も
、
言
葉
と
し
て
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」
を

知
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
言
葉
は
か
な
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
こ
そ
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で
検
索
を
か
け
る
と
膨
大

に
ヒ
ッ
ト
す
る
。
つ
い
最
近
検
索
し
て
最
初
に
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
の
「F

U
T
U

R
E
 S

T
R
ID

E

」
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
、
一
人
一
台
の
端
末
と
高

速
通
信
環
境
の
整
備
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、S
ociety 5.0

の
時
代
を
生
き
る

子
供
た
ち
の
た
め
に
『
個
別
最
適
化
さ
れ
、
創
造
性
を
育
む
教
育
』
を
実

現
さ
せ
る
施
策
で
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
は『G

lobal and Innovation G
ateway 

for A
ll

』
の
略
で
、「
全
て
の
人
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
革
新
的
な
入
口
を
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る＊
１

。

　

同
構
想
推
進
の
主
体
の
一
つ
で
あ
る
文
部
科
学
省
（
以
下
、
文
科
省
）

の
説
明
も
、「
特
別
な
支
援
」「
公
正
」「
こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
」
と
い
っ

　

新
学
習
指
導
要
領
対
応
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
学
校
で
は
、
生
徒
の
家

庭
や
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
ル
ー
ル
作
り
が
不
備
な
ま
ま
、
授
業

で
そ
れ
を
活
用
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
右
往
左
往
し
て
い
る
よ
う
だ
。
あ

る
若
手
教
員
か
ら
は
「
生
徒
た
ち
は
勝
手
に
許
可
を
得
ず
に
写
真
を
撮
る
、

A
irD

rop

で
授
業
中
に
写
真
を
送
り
あ
う
、
使
用
で
き
な
く
さ
せ
る
（
ロ

ッ
ク
を
か
け
る
）、ア
プ
リ
が
使
用
で
き
な
く
な
る
生
徒
が
出
て
く
る
（
端

末
が
原
因
）
な
ど
課
題
山
積
で
す
。
ま
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

っ
て
教
員
側
の
負
担
が
増
え
、
む
し
ろ
多
忙
化
し
て
い
る
印
象
」
と
の
嘆

き
が
届
い
た
。

　

教
員
の
場
合
は
授
業
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
利
用
、

動
画
利
用
な
ど
）
は
あ
る
程
度
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
と
あ
わ
せ
て
の
利
用
は
ま
だ
ま
だ
の
状
態
で
あ
ろ

う
。
と
く
に
年
齢
の
高
い
教
員
に
と
っ
て
は
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
未
整
備
な
ど
も
あ
り
、

た
語
句
を
除
け
ば
、こ
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
説
明
と
同
じ
で
あ
る
。「
一
人

一
台
端
末
と
、
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
で
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
を
含
め
、
多
様
な
子
供
た

ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
資
質
・

能
力
が
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す
る
。
こ
れ

ま
で
の
我
が
国
の
教
育
実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
教
師
・
児
童
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
」
と

い
う
説
明
で
あ
る＊
２

。

　

こ
の
文
科
省
説
明
に
あ
る
「
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
教
育
実
践
と
最
先

端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
こ
そ
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

政
策
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
を
確
認
で
き
る
の
が
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
三
日
の
経
済
財

政
諮
問
会
議
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
同
年
一
二
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
安
心
と
成
長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対
策
」
で
あ
る
。
ま
さ
に
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
総
合
経
済
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
こ
に
至
る
詳
細
な
経
緯
は
省
略
す
る
が
、
二
〇
一
六
年
四
月
の
閣
議

決
定
「
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」、二
〇
一
七
年
六
月
の
「
未
来
投
資

戦
略
二
〇
一
七
」
以
降
、
文
科
省
の
「S

ociety5.0

に
向
け
た
人
材
育
成

―
社
会
が
変
わ
る
、学
び
が
変
わ
る
」（
二
〇
一
八
年
六
月
）
と
経
産
省
が

進
め
て
き
たE

dT
ech

事
業
と
、
さ
ら
に
内
閣
・
総
務
省
に
よ
る
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
策
と
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
危
機
を
契
機
と
し
て


